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授業におけるICT活用の促進
－ICT活用プラン集の作成と活用による校内研修を通して－

長期研修員Ⅱ 笠原 晶子

《研究の概要》

本研究では、ICT活用プラン集の作成とそれを活用した校内研修を通して、教師のICT活

用への意欲を喚起するなど、授業におけるICT活用の促進を目指した取組を進めた。置籍

校での実践を通して、授業におけるICT活用の促進を図るためには、教師にとって分かり

やすい資料を提供すること、それらを活用した効果的な校内研修を推進することに加え、

個々の教師の実態や要望に応じた支援を行うことが重要であることが明らかになった。

Ⅰ 授業におけるICT活用の現状と課題

情報社会の進展に伴い、コンピュータやイン

ターネット、ディジタルコンテンツなど、ICTを

活用した教育の充実が進められるようになった。

「教育の情報化に資する研究（報告書）」（独立

行政法人メディア教育開発センター）では、実証

授業を行った８割以上の教師が、「関心・意欲・

態度」「思考・判断」「表現力」「習熟度への対応」

「くり返し学習」などの観点で、ICT活用の効果

を認めているとしている。また、当センターで作

成したディジタルコンテンツを活用した授業の実

践事例集（「Ｇ－ＴａＫ活用実践事例集Ⅰ～Ⅴ」）

においても、実践の成果として「興味・関心を喚

起する」「思考・判断を促す」「基礎・基本の定

着を図る」「経験を補完する」などの、ICT活用

の効果が数多く報告されている。

こうしたことを踏まえると、これからの学校教

育においては、ICTを活用した分かりやすい授業

の充実と、教員のICT活用指導力の向上を図るこ

とが重要となってきているといえる。

置籍校（小学校）では、教師に一人一台のコン

ピュータが配備され、校務処理を中心に活用する

機会が増えている。しかし、授業においてコンピ

ュータなどのICTを活用している教師は多くない。

置籍校の教師24名を対象に、授業でのICT活用

について調査したところ、活用に消極的な教師が

多いことが分かった。その理由として図１のよう

な内容があげられており、主に「機器の設置や操

作に関すること」「授業づくりに関すること」が

中心であった。この結果は、県内の公立小、中、

高、特殊教育諸学校（180校）の情報化推進リー

ダーの教師を対象に行った調査結果とほぼ一致し

ている。

図１ ICT活用に消極的になってしまう理由

このようなことから、授業におけるICT活用の

促進を図るためには、機器の設置や操作方法、授

業づくりの進め方などについて、教師への支援を

進めていくことが重要であると考えた。

Ⅱ 授業におけるICT活用の促進を図るために

本研究においては、ICT活用に消極的な教師へ

の支援として、以下の二つの取組を進めていくこ

とにした。

○ ICT活用プラン集の作成

授業において使用する機器の活用方法を示す資

料、ICT活用の進め方を授業の流れに沿って示す

資料、研修の進め方を示す資料を作成する。

○ ICT活用に関する校内研修の実施

ICT活用の基本的な内容から、教材や機器の準

備及びその使用方法、具体的な授業づくりの進め

方など、作成した資料を活用した研修を推進する。
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Ⅲ ICT活用プラン集の作成

１ ICT活用プラン集の構成

ICT活用プラン集は、ICTを活用した具体的な授

業の進め方を示した「授業プラン（42種類）」、

授業で活用するICT機器の使い方を示した「機器

操作ガイド（10種類)」、それらを活用した研修

の進め方を示した「研修プラン（５種類）」の三

つの資料で構成した（図２）。

図２ ICT活用プラン集の構成

２ 授業プラン

授業プランには、先行研究などから明らかにな

っているICT活用の効果「Ａ.興味・関心を喚起す

る」「Ｂ.思考・判断を促す」「Ｃ.基礎・基本の

定着を図る」「Ｄ.経験を補完する」の四つをね

らいとして位置付けた。そして、ねらいに即し

たICTの活用場面を以下の表１のように想定し、

作成していった。

表１ ICT活用のねらいと活用場面

ICT活用のねらい 活用場面

・驚きをもって実感させる

Ａ．興味・関心の喚起
・具体的なイメージをもたせる

・疑問をいだかせる

・課題を見付けさせる

・物事の特徴や特色に気付かせる

・物事や事象の違いを比べさせる

Ｂ．思考・判断を促す ・自分なりの方法で調べさせる

・自分なりの考えにより判断させる

・様々な資料や情報から適切に選ばせる

・経験や体験を思い出させる

Ｃ. 基礎・基本の定着
・できるまで分かるまで何度も見せる

・できるまで分かるまで練習させる

・学習内容の定着を図る

・小さい事象を見せる

Ｄ. 経験の補完
・行けない場所を見せる

・過去の事象を見せる

・抽象的な概念を見せる

授業プランは教師の授業づくりに取り入れやす

授業プラン

機器操作ガイド 研修プラン

いよう、１年生から６年生の９教科・領域等の活

用場面について作成した（表２）。表中のＡ～Ｄ

の表記は、前出表１のICT活用のねらいを示した

ものである。授業プランの構成は、単位時間当た

りＡ４版で２頁、見開きを基本とし、授業の流れ

に沿って主な教師及び児童の活動、ICTの活用場

面と活用するコンテンツや機器、活用上の留意点

などを簡潔に掲載した。なお、ディジタルコンテ

ンツについては、当センターで提供、県内各学校

での活用を促進しているＧ－ＴａＫ（群馬県総合

教育センター楽しい授業づくり教材コンテンツ

集）など、授業づくりに有用なコンテンツを精選

し掲載した。

次頁図３授業プランの内容に、各掲載内容の説

明及び掲載した意図を示す。

表２ 授業プラン一覧

学年 教科等 単元・題材 ねらい

国 語 しらせたいな見せたいな Ｂ
国 語 よくみてかこう Ｃ

１年 算 数 ひきざん Ｃ
音 楽 ようすをおもいうかべよう Ｃ
学級活動 かぜにまけないからだ Ａ
学級活動 うんちでげんきてんけん Ａ
国 語 スーホの白い馬 Ａ

２年
国 語 スイミー Ａ
算 数 かけ算 Ｃ
図 工 えのぐをつかおう Ｃ
学級活動 せいりせいとん Ｂ
国 語 書写 にじ Ｃ
社 会 スーパーマーケットではたらく人 Ｃ
算 数 見やすくせいりしよう Ｂ３年
算 数 表とグラフ Ｂ
理 科 明かりをつけよう Ｄ
音 楽 リコーダーに親しもう Ｂ
国 語 ４年３組から発信します① Ｂ
国 語 ４年３組から発信します② Ｂ
社 会 古い道具と昔のくらし Ａ

４年 社 会 群馬県をしょうかいしよう Ｂ
算 数 角の大きさ Ｃ
理 科 月と星 Ｄ
図 工 ちょうこくとうの使い方 Ｃ
国 語 工夫して発信しよう Ａ
国 語 インタビュー名人になろう Ａ
社 会 放送局の働き Ｄ

５年 体 育 バスケットボール Ｃ
体 育 ハードル走 Ｃ
体 育 マット運動 Ｃ
図 工 電動糸のこぎりを使おう Ｃ
家 庭 ごはんをたこう Ｃ
国 語 インターネットと学習 Ｂ
社 会 長く続いた戦争と人々のくらし① Ａ
社 会 長く続いた戦争と人々のくらし② Ｂ

６年

社 会 長く続いた戦争と人々のくらし③ Ｄ
社 会 長く続いた戦争と人々のくらし④ Ｄ
算 数 直方体と立方体の体積① Ｃ
算 数 直方体と立方体の体積② Ｃ
理 科 電流のはたらき Ａ
体 育 バスケットボール Ｃ
体 育 走り幅跳び Ｃ
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図３ 授業プランの内容

イ 単元の中の位置付けが分かる

見通しをもって授業を構想していける

よう、単元全体の計画における本時の

位置付け及び本時のねらいを記述し

た。

エ ICT活用のポイントが分かる

この授業におけるICT活用のポイントを具体的に示

した。一斉に提示する、個別に提示するなどの授業

形態、コンテンツの効果的な提示方法など、ねらいに

沿ったICT活用のポイントをとらえられるようにした。

ウ 授業の進め方とICT活用の場面が分かる

この授業の展開に沿って、教師と児童の主な活動、ICTの

活用場面と活用方法などを示した。展開の中でICT活用にか

かわる部分のみを示すことで、授業者の意図や児童の実態

に応じて授業を構想していけるようにした。

また、活用するコンテンツや機器及びそれらの活用上の留

意点について、具体例を示し記述するとともに、実際の活用

場面の写真を掲載することで、授業づくりの参考となるように

した。

オ ICT活用の効果が分かる

この授業プランをもとにした授業の成果、児童の

反応や活動の様子などを記述し、ICT活用の効果

を具体的に示した。

ア 授業の概要が分かる

授業の概要をとらえられるよう、前出表1に示したICT

活用のねらい・活用場面に加え、学年、教科、単元名と

単元のねらい、準備する機器等を簡潔に記述した。

カ 活用する機器やコンテンツが分かる

この授業で活用できるコンテンツの一覧表、関連Web

ページの紹介、ICT活用のヒントを掲載した。コンテンツの

一覧表には、G-TaKなど、動画、静止画、アニメーション

等の名称、ファイルの種類を掲載し、授業者の意図や児

童の実態に応じて、コンテンツを選択していけるようにし

た。

また、授業の内容に関連するWebページのURLと概要を

記述し、必要に応じて利用できるようにした。

さらに、活用のヒントとして、活用する機器の設置方法が

分かる写真を掲載したり、ほかの単元での応用例を示し

たりして、授業づくりの参考になるようにした。
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３ 機器操作ガイド

授業プランに取り入れたICT機器を中心に、多

くの学校に導入されている機器について、設置や

操作の方法を示したものである。表３にその一覧

を示す。

表３ 機器操作ガイド一覧

NO 内 容

１ プロジェクタと実物投影機をつないでみよう

２ プロジェクタとディジタルカメラをつないでみよう

３ プロジェクタとコンピュータをつないでみよう

４ プロジェクタとスクリーンの位置を調節しよう

５ Ｇ－ＴａＫを大きく映そう

６ スライドショウを使って次々にカードを映そう

７ 動画を自由に動かそう

８ 使いたいコンテンツをフォルダに集めよう

９ Ｇ－ＴａＫの動画から静止画を作ろう

10 教育関連のビデオ資料を見よう

機器操作ガイドの内容は授業場面に即したもの

とし、授業で機器を活用する際に必要になる機器

の設置や操作について掲載した。また、ICT機器

に慣れていない教師でも迷わずに操作できるよ

う、操作部分や接続部分の写真を拡大し、操作手

順に沿って配置した。図４にその一例を示す。

図４ プロジェクタと実物投影機の接続方法を示

した機器操作ガイドの例

４ 研修プラン

ICT活用に消極的な教師が、授業でのICT活用に

進んで取り組むようになるためには、「機器の設

置や操作に関すること」「授業づくりに関するこ

と」について、教師の意識や技能に応じて段階的

に支援していくことが必要である。そこで、機器

の設置や操作に関する内容と、授業づくりに関す

る内容を組み合わせた研修の流れを研修プランと

して示した。表４にその一覧を示す。

表４ 研修プラン一覧
NO 内 容 時間
１ Ｇ－ＴａＫを体験しよう 30分
２ ディジタルカメラの使い方を考えよう 30分
３ プロジェクタと実物投影機をつないで、小さ 30分

いものを大きく映そう
４ Ｇ－ＴａＫを教室で大きく映そう 30分
５ ICTを活用した授業を紹介し合おう 40分

研修プランは、ICT活用への興味・関心を広げ

る、ICTを活用した授業の進め方を知る、授業の

構想を広げるというように、教師の実態に合わせ

た段階的な研修を進める上で、参考になるように

した。また、どれも、短い時間で実施できるもの

とし、複数のプランを組み合わせて実施するなど、

学校の実態に合わせて活用できるようにした。図

５にその一例を示す。

図５ プロジェクタと実物投影機を活用した授業づ

くりのための研修プランの例
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Ⅳ 置籍校における取組

置籍校においてICT活用プラン集を活用した校内研修及び、教師24名によるICTを活用した授業を計画

し実施した。その概要を図６に示す。

図６ 置籍校における取組の概要

置籍校の教師によるICTを活用した授業実践

ICTを活用した授業の公開
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１ 校内研修の実施

図６に示した校内研修１、２、ICTを活用した

授業の公開、校内研修３について、その概要と参

加者の声を以下に示す。

＜校内研修１＞
場所 職員室 時間 30分

ね ○たくさんのディジタルコンテンツの閲覧により、ICT

ら を活用した授業への興味付けを図る。

い

・ディジタルコンテンツを閲覧する方法を知る。

内 （主にＧ－ＴａＫを利用）

容 ・いろいろなディジタルコンテンツを見て、授業で活用

できそうなものを見付ける。

参 ・授業で使えそうなディジタルコンテンツがたくさんあ

加 りました。

者 ・児童に見せたいものが見付かりました。

の ・わずか30分で中身の濃い研修ができました。

声 ・Ｇ－ＴａＫのコンテンツのいろいろな提示方法、活用

の仕方が分かりました。

＜校内研修２＞
場所 普通教室 時間 30分

ね ○授業プランを提示し、授業におけるICT活用の具体

ら 的な方法を知らせる。

い

・授業プランを使った模擬授業を見て、ICTを活用し

内 た授業のイメージをもつ。

容 ・機器の設置や操作の方法について知る。

・授業プランを見て、授業の計画を立てる。

・授業の中のこんな場面でICTが使えるんですね。

・実物投影機をプロジェクタにつなぐのは、コンピュー

参 タをつなぐよりも簡単そうですね。

加 ・書画カメラ内蔵プロジェクタを使えば、教室に持って

者 いく物は一つでいいんですね。手軽にできそうです。

の ・プロジェクタとコンピュータのつなぎ方がだいたい分

声 かりました。

･授業プランを活用した授業を、次の単元で取り入れ

たいと思います。

＜ICTを活用した授業の公開＞
ね ○ICTを活用した授業の進め方や活用の効果を、授

ら 業公開を通して具体的に知らせる。

い

・授業プランをもとにして、６年社会科「長く続いた戦

内 争と人々のくらし」の授業を公開する。６年生の３学

容 級、合計12時間を公開することで、それぞれの教師

が参観できるようにする。

・ディジタルコンテンツを大きく提示し、全員が同じも

参 のを視聴することで、児童の集中力が増したことを実

加 感しました。多くの教師が、授業にICTを取り入れて

者 いくことができるよう、機器の整備を進めていく必要を

の 感じました。

声 ・効果的なのはよく分かりました。でも、自分一人で

機器を操作する自信はまだないです。

＜校内研修３＞
場所 普通教室 時間 40分

ね ○それぞれの教師が授業実践を振り返り、授業づく

ら りの工夫や機器の活用方法を共通理解すること

い で、ICTを活用した授業の構想を広げる。

・数人のグループに分かれ、各グループのリーダー

内 を中心に機器を設置し、グループごとにICTを活用し

容 た授業を発表し合う。

・いろいろな授業を紹介してもらい参考になりました。

特に、実物投影機で教師の手元を大きく映す方法

は、分度器や鍵盤ハーモニカの指導に効果的だと思

いました。

参 ・今まで教室ではICTを使っていませんでしたが、いろ

加 いろな教科で効果的に使えることが分かったのでこ

者 れからは使ってみようと思います。

の ・社会や総合的な学習の時間以外でも、ICTを活用で

声 きることが分かりました。

・機器を準備する時、機器以外にも延長コードやマー

カーなど、いくつか必要なものがあります。必要なも

のを一カ所にまとめておくことで、準備が効率的にで

きることが分かりました。
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教師の実態に合わせて段階的に校内研修を行っ

たことで、教師が、ICTを活用した授業に興味を

もち、授業で活用しようとする意欲が高まった。

また、個々の教師がICTを活用した授業を実施し

た後、具体的な実践の様子について発表し合った

ことで、活用への意欲が高まり、教師相互の交流

や情報交換を通して活用の輪が広がっていった。

校内研修において、授業プランを提示したり、

それらを活用した模擬授業や授業公開を行ったり

したことにより、一人一人の教師がICTを活用し

た授業を具体的に構想することができた。

２ 置籍校の教師による授業実践

(1) 授業実践の計画

置籍校の教師24名の協力を得て、授業プランを

活用した授業を計画し、実施した。右の表５に授

業実践の一覧を示す。

授業実践前には、具体的な授業の進め方につい

て、授業者と相談し、授業者の意図や要望を踏ま

えた授業が実現できるようにした。また、提案し

た授業プランの他に、ICTを活用した授業実践の

希望がある場合には、授業者と相談の上、新たな

プランを作成して授業を実施した。さらに、授業

実践の際には、機器の設置や教材等の準備を支援

した。

表５ 置籍校における授業実践の一覧
学年学級 実施教科等 実施単元・題材等 ねらい

１年１組 国語 しらせたいな見せたいな Ａ
１年２組 算数 ひきざん Ｃ
１年３組 音楽 ようすをおもいうかべよう Ｃ
１年４組 学級活動 かぜにまけないからだ Ａ
２年１･２･３組 算数 かけ算 Ｃ
２年４組 学級活動 せいりせいとん Ｂ
３年１組 算数 表とグラフ Ｂ

音楽 リコーダーに親しもう Ｃ
３年２組 国語 書写 にじ Ｃ
３年３組 社会 スーパーマーケットではたらく人 Ｃ
４年１組 国語 ４年３組から発信します Ｂ
４年２組 社会 古い道具と昔のくらし Ａ
４年３組 国語 ４年３組から発信します Ｂ
５年１組 社会 放送局の働き Ｄ

図工 電動糸のこぎりを使おう Ｃ
５年２組 体育 バスケットボール Ｃ
５年３組 国語 工夫して発信しよう Ａ
６年１組 算数 直方体と立方体の体積 Ｃ
６年２組 体育 バスケットボール Ｃ
６年３組 総合 福祉について考えよう Ｄ
６年算数少人数 算数 直方体と立方体の体積 Ｃ
特別支援 国語 漢字の練習 Ｃ

(2) 授業実践事例

【 ２年算数「九九をつくろう」 Ｃ.基礎・基本の定着を図る 】

＜授業プランの活用＞

授業者は、授業プランを参考に、ディジタルコン

テンツを使ったかけ算九九の練習方法を、授業の前

半15分に取り入れた。練習する九九の段だけを提示

するために、事前にフォルダにその段のカードを集

めておく方法、キーボードの操作で九九カードを1枚

ずつ提示する方法、スライドショウ機能を利用して

九九カードを次々に自動的に提示する方法など、授

業プランの記述例を参考にして、自分なりの工夫を

加えながら授業を行った。

＜授業者の感想＞

従来は大型カードを使ってかけ算九九の問題を示

していたが、プロジェクタとコンピュータを使うこ

とで大きく提示でき、児童が見やすかったと思う。

また、スライドショウ機能を使うことで、表示速度

を変えたり、無作為に表示したりできたので、児童

が学習に集中し、かけ算九九の習得に効果的であっ

た。

九九カードのディジタルコンテンツがあるのは知
っていたけれど、使い方がよく分からなかった。授
業プランを見て使い方が分かり、授業に取り入れることができた。
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【 ４年国語「４年３組から発信します」 Ｂ.思考・判断を促す 】

＜授業プランの活用＞

授業者は新任者であり、ICTを活用した授業の経験

が少なかったため、授業プランを読んで授業の概要

を丁寧に確認していた。また、授業前日に機器の設

置や操作、授業の流れなど、授業プランを見ながら

綿密に準備していた。実際の授業も、プランの流れ

通りに進めていった。

＜授業者の感想＞

今日の授業では、教科書の作品例をマグネットス

クリーンに映し、児童の考えを書き込んでいった。

拡大提示した作品例に児童の意見を直接書き込んで

いくことで、発言に沿った質問や意見の付け加えが

容易になり、作品の構成についての考えを深めさせ

ることができた。また、提示してあった作品例を消

すことで内容を区切った線だけが残り、紙面の構成

の工夫をはっきりつかませることができた。

今まで、ICT活用とはコンピュータを使うことだと

思っていたが、プロジェクタを使って教科書を拡大

提示するだけの、簡単な活用も効果的であることが

分かった。この活用方法は他の教科でも応用できそうである。

【 ５年図工「電動糸のこぎりの使い方」 Ｃ.基礎・基本の定着を図る 】

＜授業プランの活用＞

授業プランは、電動糸のこぎりの使い方をディジ

タルコンテンツを使って提示する流れだったが、授

業者は児童の実態を考え、実物投影機を使って教師

の手元を映す方法に変更した。授業プランや機器操

作ガイドを見ながら、電動糸のこぎりを使っている

授業者の手元が児童に分かりやすく提示できるよう

に、事前に実物投影機とプロジェクタを設置し位置

を調整していた。

＜授業者の感想＞

今までは、グループごとに教師の近くに集め、手

元を見せて電動糸のこぎりの使い方を指導していた。

それと比べ、多くの児童に一斉に、糸のこぎりを操

作している教師の手元をはっきり見せることができ

るので効率的に指導できた。その結果、個別に対応

する時間を十分にとることができた。

この授業では、実際の操作を見せたかったので、

授業プランを参考に実物投影機を使う方法を試した。

この方法は、操作が簡単なので一人でもできそうだ

と感じた。来学期の木版画の授業では、この授業プ

ランで提示されていたようにＧ－ＴａＫのコンテン

ツを活用した授業に挑戦してみたい。



- 8 -

Ⅴ 実践の結果と考察

１ 機器の設置や操作に関すること

授業実践後に行った、ICT機器の設置や操作に

関する意識調査から、図７のような結果が得られ

た。授業を実施した教師24名全員が「授業に役立

つコンテンツや機器が分かった」「ICT機器をで

きるだけ活用していきたい」と回答している。

図７ 機器の設置や操作に関する教師の意識

また、個別の聞き取り調査からも、以下のよう

な感想を聞くことができた。

・機器操作ガイドと授業プランがあったので、コンテンツの
提示や機器の設置方法が分かり、ICTを使った授業が自
信をもって実施できた。
・校内研修で、授業プランに沿って機器の操作を研修し
たので、分かりやすかった。
・学校にある機器がこんなに簡単に使えるとは知らなかっ
た。
・実物投影機とプロジェクタの組み合わせは、操作が簡単
で活用の効果が大きいのでもっと使ってみたい。
・覚えたことを忘れないうちにまた使いたい。
・機器操作ガイドは、操作の手順が分かりやすく書いてあ
るので使いやすい。

このように、校内研修の計画的な推進により、

個々の教師が基本的な機器の設置や操作の技能に

少しずつ習熟し、活用への意欲が高まっていった。

また、機器操作ガイドや授業プランを参考にし

ながらICT機器を活用したことにより、設置や操

作に対する不安も軽減されていった。

さらに、授業においてICT活用の効果を実感し

たことで、機器の準備が面倒だと考えていた教師

も、ICT活用に意欲をもつようになった。

２ 授業づくりに関すること

授業実践後に行った、ICTを活用した授業づく

りに関する意識調査から、図８のような結果が得

図８ 授業づくりに関する教師の意識

られた。授業を実施した教師24名中22名が「効果

的な活用場面が分かった」「授業のねらいに沿っ

た活用方法が分かった」と回答している。

また、個別の聞き取り調査からも、以下のよう

な感想を聞くことができた。

・Ｇ－ＴａＫコンテンツは授業に使えそうだと考えていたけ
れど、授業にどうに取り入れていいか分からず、活用に踏
み切れないでいた。しかし、授業プランを活用したり、校
内研修で活用できそうなコンテンツを紹介し合ったりした
ことで、授業での有効活用をイメージすることができた。
・授業プランがあったので、授業のどの部分でディジタルコ
ンテンツを提示したらよいかが分かり、ICTを効果的に授
業に取り入れることができた。

図９は、授業実践の前後の、授業におけるICT

活用についての調査結果である。なお、授業実践

前は、ICT活用をしたことがある教科･領域等、授

業実践後は、今後活用していきたい教科・領域等

について、複数回答により調査した。表中の人数

は、各教科を選択した教師の人数を示す。

図９ 授業実践前後の教科等におけるICT活用

この結果から、多くの教科・領域等において授

業実践前よりも授業実践後の方が、選択した教

科・領域等の数が増えていることが分かる。特に

音楽、図工、家庭、学級活動については、今後活

用してみたいと考える教師が実践前より多く見ら

れるようになった。実際に、多くの教師がICT活

用を以前より頻繁に行うようになっている。

これらのことから、ICT活用プラン集の提示と

それらを活用した校内研修により、ICTを効果的

に活用した授業を実施できたことで、授業におけ

るICT活用の方法が分かり、授業の構想が広がっ

ていったと考える。

このことは、図８で「授業の構想が広がった」

と回答した教師が24名中22名であったことからも

明らかである。
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Ⅵ まとめ

本研究における取組の成果、ICT活用促進の全体像を以下の図10に示す。

図10 ICT活用促進の全体像

１ 授業におけるICT活用の促進への取組の成果

置籍校における取組では、教師のICTを活用し

た授業づくりへの理解が深まり、機器の設置や操

作に対する不安も軽減されていった。その結果、

それぞれの教師が、ICTを効果的に活用した授業

を実施することができた。

授業実践後の校内研修を通して、授業づくりの

工夫や機器の活用方法を相互に発表し合い、それ

ぞれが知識や技能を高めることができた。これに

より、ICTを活用した授業の構想を広げることが

できた。

授業実践における児童の姿や変容の様子か

ら、ICT活用の効果を具体的に実感でき、活用へ

の意欲が高まるとともに、実際の授業における活

用が進んだ。

２ 授業におけるICT活用の一層の促進を図るには

教師が授業のねらいを達成するための道具とし

て、ICTを効果的に活用できるようになるために

は、適切な資料や校内研修の推進が有効である。

また、その際、各教科・領域等のねらいや児童

生徒の実態、教師の意図などに応じた、個別の支

援を進めていくことが重要となる。

そのためには、学校の情報化を中心になって推

進する情報化推進リーダーによる、活用に消極的

な教師への積極的な働きかけと、管理職や校内研

修主任等の情報化の推進への参画が欠かせない。

今後、学校の情報化が推進される中、本研究の

成果が生かされ、各学校の実態に応じた、校内研

修及び個別支援が進められることで、授業におけ

るICT活用が促進されていくことに期待したい。
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